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図2.波動関数の局在性o lは伝達行列の固有値を示すO ス- ekNスとなることがわかる｡
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この研究は, ｢量子系に加えられた くUnitaryな Noise" (一他の自由度からの擾乱 )
は非可積分系の量子古典対応を回復する｡｣ という主張をする｡
まず,非可積分系の量子古典対応の回復を議論する前提となるその破れについて説明したいo
計算がなされる Modelは StandardMapである :
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2つの分布関数は,暗刻 n-- においてでさえ,KAM Torus の特定の皮の上に局1
在しているさまが一致している｡またn*はn*∝ h--2 という依存性を持つ｡ よってk→
Oの極限ですみやかにn*-- となる｡結論として量子古典対応は良く成立している｡
i)非可積分的な場合 (K>Kc)
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引きのばされたり折 りたたまれた多様体の隣接 した branchの上の波束がまったく異なる位相
を持つということと,量子論での干渉に起因している｡よって,量子古典対応の破れは非可積











具体的な計算機実験としては,他の microな自由度からの擾乱を くくUnitaryな Noise"
で模倣 してQSMに加えてみる｡Unitaryな Noiseとしては以下で説明する Time
Distance Randomization(TDR)とVon Neumann Randomization(VNR)の2種類
を用意 した｡結果はそれぞれ違った意味であるが確かに量子古典対応が回復する｡
(I) TimeDistanceRandomization(TDR)




ただし,<AT>-0, <AT AT>-(AT)2∂mn 7n n
と変更する｡Hamiltonianのレベルで Noiseを入れているので古典 Noiseと量子 Noise
の対応は明確である｡しかしながら位相空間で一様な Noiseではない｡
Noiseの大きさATを変化させて運動量空間での拡散係数Dを古典論 ･量子論 の双方にっ
いて plotした結果が図 1である｡古典論の拡散係数 Dclを変化させない程微小な ATの範囲





図1 TDRによる拡散の回復 :A T vs･ Dcl,Dqm (K-2･0, i-2W/100)
を古典論に一致させるのである｡これがTDRによる非可積分系の量子古典対応の回復である｡
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図2 位相空間の分布関数の時間発展
(K-210, A-27E/400)
a)量子論
b)量子論+vonNeumann Randomi2:ati｡n
c)古典論+Noise
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